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In order to know what kind of needs to have about education integration， they went to 
parents of handicapped children which was registaered on handicapped children's class in 
Hyogo， Osaka and Shiga at an inquiry survey. 
Factor loadiong quantity by a way of factor analysis was calculayed by several sample 57， 
variable 40， and in addition a cycle by a way of varimax method was held， and the inquiry 
survey which was recovered did factor configuration clearly. In doing it， since factor of 11 
was calculated， itwas done 3 factor abstractions which could be regarded with efficiency. 
Factor 1 about as “associate participation to social life"， factor 2 about as “needs to teacher 
of elementaly school"， and factor 3 about as“assessment of integration" was interpreted. In 
spite of going along an analysis of variance classified by an obstacle at this 3 pieces of 
factor ，the difference which was vicissitudes was not seen. In other words it understands 
needs against integration of aprotector that there is a difference by an obstacle that it could 
not say. 




























Table 1 Mother caught it handicapped 























母親31人 父毅 14人 医師・相談機関の先生7人
保育所・幼稚留の先生4人 祖父母3人




























A rate and the rnean tirne interval when handicapped children goes to an ordinary c1ass are 
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行った. Table 5. が示すとおり回転解の結果，第 1 忠子は，裏白 1~18 の普通学級担任に対するもの ll~疑問を
中心に，普通学級の児輩に対するもの6項el，障害児学級担任に対するもの 3項目，学校に対するもの 1項目を
含んで%、る.これを「社会生活への参加及び仲間としての潔解jの悶子とした.第2因子は，普通学級事主任に対す
るもの l項目，障害児学級担任に対するもの 3項目，学校に対するもの 2項目の因子である.これを「指導者に
対する要議Jの因子とした.第3因子は，普通学級担任に対するもの2項目の因子である.これを「交流教官への
評価」の霞子とした.














Table 5. Factor loading quantity of each item. mean， standard deviation 
平均 綴準煽議第i図子 第2因子 第3因子 共通性
1 A社会性を身につけさせてほしい .68655 
2 A 擦問行動を身につけさせてほしい .67718 
3 A人間関係を登かにさせてほしい .63935 
4 A基本的生活習投を身につけさせてほしい .51211 
5 A子どもの出来ることは…人でさせてほしい .54289 
6 A子どもの良いところは誉め、惑いところは草とってほしい .65043 
7 A学カを高めさせてほしい .59820 
9 A他の児家と悶じ課題をさせてほしい .ω632 
10 Aマンツー ・7γの学習時間を緩やしてほしい .5ヲ542
17 A係り活動に参加させてほしい .58587 
18 A子どもともっと遊んでほしい .51277 
19 B障害を理解して友達になってほしい .73666 
20 Bもっと遊んでほしい .67586 
21 Bわがままや勝手な行動に対しては注意iしてほしい .52980 
22 Bあまりかまわないで出来ることは一人でさせてほしい .73592 
23 B勉強がわからないときは教えてほしい .52121 
25 B対等に援してほしい .67982 
26 C教材・教兵を充実させてほしい .5468ヲ
27 C個別の学習i時間を増やしてほしい 5ω31 
32 C際祭児学級に健常児が気軽に遊びに来てほしい .57559 
37 D他の学級・学年の児笈にも現高卒してほしい .54754 




36 D 他の先生方や局関の人にも協力してほしい .49412 
1 A交流時間を増やしてほしい .40140 
16 A 普通学級担任との連絡をもっと取りたい .36979 
8 Aこどもにあった学習指導をしてほしい .38250 
12 A交流時簡を減らしてほしい ー.13194
13 A普通学級で遊ぶ時間を増やしてほしい .45282 
14 A普通学級の先生が隊答児学級に来て指塁手してほしい .32184 
15 A健常児に降客児理解のための指導のしてほしい 35175 
24 B 受下校をー絡にしてほしい 31065 
30 C相談の終に豊富しい導門用語は使わないでほしい .51∞7 
31 C病院・相談機関等にー絡について来てほしい 目41867






























































































































































































































Table 7. Course hope investigation after elementary school graduation 
養護学校 障害児学級 米 定
f民 学 年 .250 .375 .313 
中 寸込比一 年 .190 .571 .143 
高 AづU一ふ 生ド .350 .571 .048 
一方，障害児学級に進学を希望すると回答した親にその理由を尋ねたところ，健常児との交流をはかりたいか
らと回答した割合が最も高く 90.6010をも占めており，次いでそ子どもの能力に合わせた指導をしてくれるからが
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